
2023年度秋学期 教育計画           東海大学付属望星高等学校 

回 配信日 
高校通信教育講座 

（単元・学習内容） 

レポート 

(締切期日) 

スクーリング 

（日程と内容） 

  講座無し 

 第1回 10/15(日)、10/4(水) 

※3 回のうち 1 回はネイティブの

教員による授業が予定されてい

る。そのため、授業内容はこの順番

でない場合がある。 

 

（「挨拶」を通して、文化の違いに

ついて考える。そして自分の意見

を記述・発表し、他者の意見に耳を

傾ける。） 

 

第1回 

11/3(金) 

第2回 

12/1(金) 

第3回 

1/6(土) 

第2回 12/3(日)、11/15(水) 

※3 回のうち 1 回はネイティブの

教員による授業が予定されてい

る。そのため、授業内容はこの順番

でない場合がある。 

 

（「弁当」を通して、文化の違いに

ついて考える。そして自分の意見

を記述・発表し、他者の意見に耳を

傾ける。） 

 

 

第3回 1/21(日)、12/20(水) 

※3 回のうち 1 回はネイティブの

教員による授業が予定されてい

る。そのため、授業内容はこの順番

でない場合がある。 

 

（ネイティブの教員による授業） 

 

 

 

期末試験：なし  

 

教  科 科  目 担 当 者 

総合探求 異文化認識 単位数： 1単位 小田井 由里香 

指導目標  

様々な角度から異文化に触れることで、異文化に対する認識を深めていく。 

 

高校通信講座 なし  教科書 なし 

スクーリング １単位時間×３回 合格時間数１時間以上 学習図書 なし 

レポート 全３回 合格枚数３枚 副教材 なし 

期末試験 なし  評 定 合否のみ  

 



2023年度秋学期 教育計画           東海大学付属望星高等学校 

回 配信日 
高校通信教育講座 

（単元・学習内容） 

レポート 

(締切期日) 

スクーリング 

（日程と内容） 

1   
 第1回 10/15(日)、10/4(水) 

ケーキ屋を経営することを想定し

どのようにすれば利益が上がるか

という問題を通じて問題解決の意

味と手法を学ぶ。過去60日のケー

キの売り上げから製造個数と利益

をモデル化し、毎日何個ケーキを

製造すると最も利益が上がるか16

個から 20 個製造した場合の利益

を計算することで、シミュレーシ

ョンによる定量的な問題解決の手

法を身に着ける。 

2   第1回 

11/3(金) 
3   

4   第2回 

12/1(金) 
5   

6   

第3回 

1/6(土) 

7   第2回 12/3(日)、11/15(水) 

アンケートや実験等で自ら集めた

一次情報と人が集めた情報を利用

する二次情報の違いを理解した上

で、問題解決に必要な情報収集の

手法を学ぶ。具体的な市場調査や

販売データの分析手法を学ぶこと

で、多様な情報収集手法とその活

用方法を身に着ける。 

8    

9   

10    

11   

12    

13   第3回 1/21(日)、12/20(水) 

KJ 法を実際に体験することで問

題解決の具体的手法を学ぶ。自由

な発想によるブレインストーミン

グで意見を出し合い、グループ化

してグループに表題を付け、グル

ープ間の関係を図示し、図解化さ

れたアイディアを文章化すること

で、問題を解決する科学的な手法

を身に着ける。 

14    

15   

16   

17   

18   

19   期末試験：なし  

 
20   

教  科 科  目 担 当 者 

 総合探求（問題解決） 単位数： 1単位 糸賀 雅史 

指導目標  

目標とする状態と現在の状態の差を把握しその差を解消する解決策を作成し実行する問題解決の手法として次の３つを

身に着ける。 

１． モデル化とシミュレーション 

２． 情報検索 

３． KJ法 

高校通信講座 なし  教科書 なし 

スクーリング １単位時間×３回 合格時間数１時間以上 学習図書 なし 

レポート 全３回 合格枚数３枚 副教材 なし 

期末試験 なし  評 定 合否のみ  

 


